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「
安
全
の
誓
い
」の
日
に
あ
た
っ
て

　

２
０
０
４
年
８
月
９
日
、関
西
電
力
は
美
浜
発
電
所
３
号
機
に
お
い
て
、２
次
系
配
管
が
破
損
し
、協
力
会
社
の
５
名
の
方
が
尊
い
お
命
を
亡

く
さ
れ
、６
名
の
方
が
重
傷
を
負
わ
れ
る
と
い
う
、大
変
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

こ
の
事
故
以
降
、「
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
決
意
を
胸
に
、８
月
９
日
を「
安
全
の
誓
い
」の
日
と
定
め

る
と
と
も
に
、安
全
最
優
先
の
組
織
風
土
づ
く
り
を
進
め
、ゆ
る
ぎ
な
い
安
全
文
化
の
構
築
に
向
け
て
、関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

事
故
の
概
要
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、安
全
に
向
け
た
各
所
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

２
０
０
４
年
８
月
９
日
15
時
22
分
、運
転
中
の
美
浜

発
電
所
３
号
機
に
お
い
て
、タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
の
２
次

系
配
管（
概
略
系
統
図
参
照
）が
突
然
破
損
し
、配
管
内

を
流
れ
て
い
た
約
１
４
０
度
の
熱
水
と
蒸
気
が
噴
き

出
し
た
。事
故
発
生
時
、定
期
検
査
の
準
備
作
業
を
し
て

お
ら
れ
た
協
力
会
社
の
方
11
名
が
、噴
出
し
た
熱
水
と

蒸
気
に
よ
り
被
災
さ
れ
、う
ち
５
名
が
尊
い
お
命
を
亡

く
さ
れ
、６
名
が
重
傷
を
負
わ
れ
る
と
い
う
極
め
て
重

大
な
事
故
と
な
っ
た
。

　

事
故
の
原
因
は
、２
次
系
配
管
の
中
を
流
れ
る
水
の

作
用
に
よ
り
、配
管
の
厚
み
が
徐
々
に
薄
く
な
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
配
管
の
強
度
が
不
足
し
、

運
転
時
の
内
部
圧
力
に
よ
っ
て
破
損
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

　

当
時
、２
次
系
配
管
の
点
検
リ
ス
ト
に
破
損
し
た
箇

所
が
入
っ
て
お
ら
ず
、本
来
管
理
す
べ
き
で
あ
っ
た
箇

所
を
長
年
に
わ
た
っ
て
管
理
で
き
て
い
な
か
っ
た
。ま

た
、事
故
の
調
査
を
進
め
る
過
程
で
、配
管
の
取
替
え
時

期
を
評
価
す
る
際
、「
原
子
力
設
備
２
次
系
配
管
肉
厚
の

管
理
指
針（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
管
理
指
針
）」を
不
適
切
に
運
用
し
、

配
管
の
取
替
え
を
先
送
り
に
し
て
い
た
こ
と
も
判
明

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、安
全
を
最
優
先
す
る
と
い
う

意
識
が
、十
分
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

事
故
の
概
要

　

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、美
浜
３
号

機
事
故
の
反
省
と
教
訓
を
決
し
て
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、ゆ
る
ぎ
な
い
安
全

文
化
の
構
築
に
向
け
た
取
組
み
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、原
子
力
発
電
を
は
じ

め
、全
て
の
事
業
活
動
に
お
け
る
安
全

性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

関
西
電
力
送
配
電
神
戸
本
部
で
は
、本

部
長
・
副
本
部
長
の
積
極
的
な
関
与
の
も

と
、神
戸
本
部
の
安
全
健
康
活
動
の
推

進
・
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、「
安
全

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」や「
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
」等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。具
体
的
に
は
、神
戸
本
部
の
幹
部
と

各
事
業
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
設
け
、各
事
業
所
の
安
全
に
関
す
る

取
組
み
事
例
の
共
有
や
課
題
解
決
に
向

け
た
意
見
交
換
を
実
施
す
る
他
、好
事
例

を
水
平
展
開
す
る
こ
と
で
、神
戸
本
部
全

体
で
安
全
に
向
け
た
取
組
み
の
底
上
げ

を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、業
務
全
般
に
潜

む
リ
ス
ク
を
抽
出
し
、対
策
立
案
、実
施
、

記
録
、評
価
ま
で
の
一
連
作
業
を
部
門
横

断
的
に
実
施
。そ
こ
で
抽
出
さ
れ
た
共
通

課
題
は
、本
店
を
含
む
関
係
各
所
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
で
、効
果
的
・
効
率
的
な

リ
ス
ク
の
管
理
と
低
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、作
業
上
の
安
全
の
み
な

ら
ず
、日
常
の
行
動
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る

災
害
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、神
戸
エ
リ

ア
全
体
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取

り
組
む
こ
と
で
、従
業
員
が「
安
全
と
健

康
」を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、日
々
の
行

動
に
繋
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

安
全
に
向
け
た
各
所
の

取
組
み

●
関
西
電
力
送
配
電 

神
戸
本
部

●
関
西
電
力 

姫
路
第
二
発
電
所

関
西
電
力
送
配
電 

神
戸
本
部 

本
部
長

松
本 

真
也
さ
ん

　

„「
あ
た
り
ま
え
」を
守
り
、創
る
“

の
実
践
で
あ
る
日
々
の
業
務
で
大

前
提
に
な
る
の
は
、「
安
全
と
健
康
」

で
す
。

　

神
戸
本
部
で
は
、「
神
戸
版
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
」等
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
取

組
み
が
充
実
し
て
い
ま
す
。良
い
と

こ
ろ
を
継
承
し
つ
つ
、現
場
実
態
を

踏
ま
え
改
善
し
な
が
ら
、一
体
感
を

持
っ
て
前
向
き
に
安
全
健
康
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

関
西
電
力 

姫
路
第
二
発
電
所 

副
所
長

安
見 

剛
春
さ
ん

　

協
力
会
社
と
の
合
同
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
は
、発
電
所
の
安
全

と
品
質
を
管
理
す
る
立
場
と
し

て
、現
場
で
所
員
や
関
係
会

社
、協
力
会
社
の
み
な
さ
ま
が

安
心
し
て
働
け
る
状
態
に
維
持

さ
れ
て
い
る
か
の
観
点
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

安
全
な
状
態
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
に
は
、危
険
を
感
知
す

る
ス
キ
ル
が
必
要
と
な
り
、そ

れ
を
高
め
る
に
は
現
場
で
の
経

験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
は
、ま
ず
全
体
を
観

て
細
部
を
視
る
、ま
た
、「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」

を
唱
え
、意
識
し
な
が
ら
考
動

す
る
。こ
の
よ
う
な
活
動
が
定

着
す
れ
ば
、災
害
は
減
る
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

関
西
電
力
姫
路
第
二
発
電
所
で
は
、

火
力
発
電
設
備
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
日
常

的
な
運
転
・
保
守
に
対
応
し
な
が
ら
、２

０
２
１
年
に
役
目
を
終
え
、廃
止
し
た

発
電
設
備
の
除
却
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。

　

加
え
て
、今
後
、発
電
所
内
で
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
を
活
用
し
た
水
素

の
混
焼
発
電
実
証
や
Ｃ
Ｏ
２
分
離
・
回
収

実
証
設
備
等
の
設
置
工
事
が
本
格
化
し

て
い
く
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と

考
え
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
災
害
リ
ス

ク
を
低
減
さ
せ
る
に
は
、従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
、よ
り
安
全
意
識
を
高
め
、発

電
所
員
と
協
力
会
社
が
お
互
い
に
気
づ

い
た
こ
と
を
発
信
す
る
等
、構
内
の
安

全
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　

安
全
性
向
上
に
向
け
て
、姫
路
第
二

発
電
所
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。例
え
ば
、他
事
業
所
の

災
害
事
例
を
も
と
に
職
場
内
で
安
全
に

関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

災
害
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と

で
、危
険
感
受
性
を
高
め
る
取
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。ま
た
、協
力
会
社
と
の

合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

■リスクマネジメント活動の様子

■2023年8月9日 「安全の誓い」の石碑前での黙祷 ■ 「安全の誓い」の石碑

■安全に関するディスカッションの様子

ゆ
る
ぎ
な
い
安
全
文
化
の
構
築
に
向
け
て

様
々
な
視
点
で
現
場
を
確
認
す
る

こ
と
で
、災
害
に
繋
が
る
不
安
全
行

動
と
危
険
箇
所
を
低
減
す
る
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、安
全
最
優
先
の
意
識
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、発
電
所
全
体
で

危
険
感
受
性
の
向
上
、不
安
全
行
動

や
危
険
箇
所
の
低
減
を
図
り
、無
事

故
・
無
災
害
を
目
指
す
。

美浜発電所3号機の2次系配管破損箇所（概略系統図）

破損箇所（イメージ図）

加圧器

蒸気発生器
蒸気

タービン

復水器
放水口へ

流量計（オリフィス）流量計（オリフィス）

約51.5cm

約56cm

流れ方向
（約140度：約10気圧）

減肉

減肉

流れの乱れ

冷却水
（海水）

熱
水

水
の
流
れ

発電機

制御棒

燃料

原子炉容器
1次系

2次系

原子炉格納容器 タービン建屋

2次系配管
破損箇所
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豪
雪
地
帯
の
送
電
線
を
守
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
経
年
設
備
対
策
に
挑
む

■送電設備の建設数推移
（年）

（基）

■越前嶺南線および湖東線のイメージ

■長期施設管理計画の申請イメージ

■制度の比較

［従来の制度］
■高経年化技術評価制度

原子力規制委員会の認可対象

■運転期間延長認可制度（40年時点）

高経年化
技術評価

保安規定

長期施設
管理方針

延長期間（20年間）

を踏まえて を実施し、長期施設管理方針を策定

評価結果を踏まえて劣化管理に必要な措置を策定

特別点検Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

ⅡⅠ

対象設備（原子炉容器、
原子炉格納容器、
コンクリート構造物）について
異常のないことを確認

【記載内容】
今後20年間に実施する発電所の管理に関する方針
（高浜2号機の場合）
・ 原子炉容器の監視試験を実施
・ 管理サポート改造等を実施
・ 低圧ケーブルの取替えを実施
・ 過渡回数の実績を継続的に確認

を踏まえて申請

（規制基準への適合性確認を含む）

方針期間：20年間

施設管理の実施方針および施設管理目標Ⅴ

品質マネジメントシステム計画Ⅵ

施設管理に係る基本的な方針および目標Ⅴ

技術の旧式化等の措置（新制度で追加）Ⅶ

劣化管理に係る品質マネジメントシステムⅥ

原
子
力
の
新
制
度
と
は
？

長
期
運
転
に
向
け
た
安
全
規
制
の
強
化

　

２
０
２
３
年
５
月
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
国
内
に
お
け
る
電
力
需
給
逼
迫
へ
の
対

応
、Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）が
求
め
ら
れ
る
中
で
Ｇ
Ｘ
脱

炭
素
電
源
法
が
成
立
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、脱
炭
素
電
源
の
利
用
促
進
を
図
り
つ

つ
、電
力
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
整
備
の
一
環
と
し
て
、安
全
確
保
を

大
前
提
と
し
た
原
子
力
の
活
用
に
向
け
た
改
正
原
子
炉
等
規
制
法（
以
下
、炉
規
法
）

が
成
立
。原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
新
た
な
高
経
年
化
規
制
と
し
て
、長
期
施
設
管
理

計
画
の
認
可
制
度
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、原
子
力
発
電
事
業
者
が
運
転

開
始
か
ら
30
年
を
超
え
た
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
を
稼
動
す
る
場
合
に
は
本
制
度
の
認
可

が
必
要
と
な
り
、既
に
30
年
を
超
え
て
稼
動
し
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、２
０

２
５
年
６
月
の
改
正
炉
規
法
施
行
ま
で
に
認
可
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
本
制
度
の
ね
ら
い
と
内
容
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、関
西
電
力
に
お
け
る

対
応
状
況
を
紹
介
す
る
。

　

現
行
の
安
全
規
制
は
、①
運
転
期
間

の
延
長
認
可
制
度
、②
高
経
年
化
技
術

評
価
制
度
の
２
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。一
つ
目
の
運
転
期
間
の
延
長
認

可
制
度
は
、運
転
開
始
40
年
の
時
点
で
、

事
業
者
が
劣
化
の
進
展
予
測
を
も
と

に
、20
年
を
超
え
な
い
先
ま
で
基
準
適

合
を
維
持
で
き
る
か
を
技
術
的
に
評

価
し
、原
子
力
規
制
委
員
会
が
事
業
者

の
評
価
結
果
を
審
査
す
る
制
度
。こ
れ

が
認
可
さ
れ
な
け
れ
ば
、40
年
を
超
え

て
の
運
転
は
で
き
な
い
。二
つ
目
の
高

経
年
化
技
術
評
価
制
度
は
、運
転
開
始

30
年
か
ら
10
年
ご
と
に
、事
業
者
が
劣

化
の
進
展
を
予
測
し
、劣
化
を
管
理
す

る
た
め
の
長
期
的
な
施
設
の
管
理
計

画
を
事
業
者
が
定
め
る
制
度
で
あ
る
。

　

今
回
、炉
規
法
の
改
正
に
伴
い
、こ

れ
ら
２
つ
の
制
度
が
統
合
さ
れ
、長
期

施
設
管
理
計
画
の
認
可
制
度
に
変
更

さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、運
転
開
始
30

年
か
ら
10
年
ご
と
に
安
全
上
重
要
な

機
器
・
構
造
物
等
に
対
し
て
劣
化
の

進
展
を
予
測
し
、劣
化
を
管
理
す
る

た
め
の
計
画
を
定
め
、原
子
力
規
制

委
員
会
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
と
な

る
。

　

関
西
電
力
で
は
、２
０
２
４
年
６
月

に
、大
飯
３
、４
号
機
の
30
年
以
降
運
転

に
お
け
る
長
期
施
設
管
理
計
画
が
認
可

さ
れ
た
。こ
れ
は
新
制
度
導
入
に
伴
う

全
国
で
初
の
認
可
と
な
る
。ま
た
、２
０

２
４
年
７
月
に
は
高
浜
２
号
機
の
40
年

以
降
運
転
に
お
け
る
長
期
施
設
管
理
計

　

従
来
の
制
度
で
は
、長
期
施
設
管
理
方

針
と
運
転
延
長
期
間
が
認
可
対
象
で

あ
っ
た
が
、新
制
度
で
は
劣
化
の
予
測
・

評
価
の
詳
細
な
方
法
や
内
容
に
加
え
、技

術
の
旧
式
化
等
の
措
置
と
し
て
製
造
中

止
品
に
対
す
る
管
理
方
法
等
を
新
た
に

追
加
し
た「
長
期
施
設
管
理
計
画
」が
認

可
対
象
と
な
る
。

　

こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、運
転
開
始
か

ら
30
年
を
超
え
る
プ
ラ
ン
ト
に
対
し
て

原
子
力
規
制
委
員
会
が
規
制
基
準
へ
の

適
合
性
を
確
認
す
る
頻
度
が
10
年
に
１

回
に
増
す
こ
と
で
規
制
が
強
化
さ
れ
る
。

長
期
施
設
管
理
計
画
の

認
可
制
度
と
は

関
西
電
力
に
お
け
る

新
制
度
対
応

画
の
認
可
申
請
を
行
っ
た
。

　

残
る
高
浜
１
、３
、４
号
機
、美
浜
３

号
機
に
お
い
て
も
、本
制
度
が
施
行
さ

れ
る
２
０
２
５
年
６
月
ま
で
に
新
制
度

で
の
認
可
が
必
要
と
な
る
。今
後
も
国

内
外
の
最
新
知
見
を
積
極
的
に
取
り
込

み
、プ
ラ
ン
ト
の
設
計
や
設
備
保
全
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
で
、原
子
力
プ
ラ

ン
ト
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

従来の高経年化技術評価のうち、
長期施設管理計画に必要な劣化
評価の方法およびその結果　等

※1 運転期間延長認可申請（運転開始40年時点）を行う場合に実施　※2 高経年化技術評価
は劣化状況評価、長期施設管理方針は施設管理方針の名称で申請　※3 劣化を管理するため
の保全活動の方針、目標を記載　※4 保安規定の品質マネジメント計画に基づき、劣化管理に
関する一連のプロセスを実施することを記載

※2

※1

※3

※4

記載内容

従来の長期施設管理方針に加え、
現在行っている保全活動　等

記載内容

Ⅱ ⅢⅠ

長期施設管理計画

劣化評価の方法
およびその結果
（特別点検を含む）

Ⅳ

長期施設管理計画ではⅠ～Ⅶ項目の認可が求められている。

長期施設管理計画の期間（10年間）

認
可
対
象
の
拡
大
に
よ
り
規
制
が
強
化

Ⅰ Ⅱ

劣化管理に
必要な措置

Ⅲ

30年目以降

●日々の点検
●約1年ごとの
　定期点検

特別
点検

追加
点検

40年 50年 60年

●長期施設管理計画の策定・認可
    ・ 設備の劣化に関する技術的な評価を実施
    ・ その劣化を管理するための計画を策定

　

高
度
経
済
成
長
期
、電
力
需
要
の
伸
び
に
合
わ
せ
て
、関
西
電
力（
現
関
西
電
力
送
配
電
）

は
短
期
間
に
大
量
の
送
電
設
備
を
建
設
し
て
き
た
。現
在
、こ
れ
ら
の
設
備
が
高
経
年
化
し
、

将
来
、一
斉
に
改
修
時
期
が
迫
る
こ
と
で
工
事
の
物
量
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、今
後
も
電
力
の
安
全
・
安
定
供
給
を
確
保
し
続
け
る
た
め
に
は
、設
備
の
劣
化
状

況
等
を
踏
ま
え
た
工
事
計
画
や
、施
工
力

の
維
持
・
向
上
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

一
方
、こ
れ
ら
改
修
工
事
を
行
う
作
業

員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。鉄
塔

上
で
の
高
所
作
業
や
山
地
で
の
作
業
が
多

い
こ
と
等
、労
働
環
境
の
特
殊
性
に
よ
り
、

協
力
会
社
に
お
け
る
作
業
員
の
離
職
率
が

高
く
、新
規
採
用
も
少
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、福
井
県
の
嶺
南
地
方

と
滋
賀
県
の
湖
北
地
方
に
お
い
て
、今
年

の
９
月
か
ら
送
電
設
備
の
大
型
改
修
工
事

が
始
ま
る
。本
記
事
で
は
、高
経
年
化
対
策

の
最
前
線
に
迫
り
、労
働
力
の
確
保
や
効

率
化
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

越
前
嶺
南
線・湖
東
線
と
は

　

越
前
嶺
南
線(

以
下
、越
嶺
線)

は
、北
陸

電
力（
現
北
陸
電
力
送
配
電
）と
の
連
系
設

備
の
強
化
を
目
的
と
し
て
１
９
７
４
年
に

共
同
で
建
設
さ
れ
た
送
電
線
で
、建
設
か
ら

50
年
を
迎
え
る
。ま
た
、湖
東
線
は
、滋
賀
県

北
東
部
の
著
し
い
電
力
需
要
増
加
へ
の
対

応
を
目
的
と
し
て
、１
９
７
１
年
に
建
設
さ

れ
、53
年
が
経
過
し
た
。い
ず
れ
も
関
西
電

力
送
配
電
管
内
の
超
高
圧
送
電
線
路
の
中

で
も
、特
に
設
備
改
修
の
必
要
性
が
高
い
送

電
線
で
あ
る
。

　

こ
の
二
線
路
は
、標
高
が
高
く
峻
険
な
豪

雪
地
域
を
通
過
し
て
お
り
、一
部
の
鉄
塔
部

材
が
腐
食
す
る
等
、抜
本
的
な
改
修
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、無
線
電
波
が
届
か
な

い
地
域
が
存
在
し
、日
常
的
に
利
用
し
て
い

る
よ
う
な
通
信
環
境
も
整
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、大
規
模
工
事
と
な
る
こ
と
か
ら
、高

い
技
術
力
だ
け
で
な
く
中
長
期
的
な
労
働
力

の
確
保
が
必
要
と
な
る
。さ
ら
に
、効
率
性
に

も
配
慮
し
た
工
事
計
画
が
求
め
ら
れ
る
。

　

越
嶺
線
・
湖
東
線
の
工
事
で
は
、労
働
力

確
保
に
向
け
た
労
働
環
境
改
善
の
取
組
み

と
し
て
、峻
険
な
山
岳
地
で
作
業
員
の
負
荷

安
全・安
定
供
給
に
向
け
て

　

関
西
電
力
送
配
電
は
、最
新
の
技

術
的
な
知
見
を
基
に
送
配
電
設
備
の

劣
化
状
況
の
正
確
な
評
価
や
更
新
設

備
の
見
極
め
を
行
う
と
と
も
に
、本

工
事
の
経
験
を
踏
ま
え
、工
法
の
カ

イ
ゼ
ン
・
Ｄ
Ｘ
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、高
経
年
化
対
策
工
事
の
施
工
力
・

効
率
性
・
安
全
性
の
さ
ら
な
る
向
上

を
図
り
、安
全
・
安
定
供
給
を
実
現
し

続
け
る
。

を
抑
え
る
た
め
に
、延
べ
２
０
．５
㎞

の
移
動
用
モ
ノ
レ
ー
ル
の
設
置
を
計

画
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、限
ら
れ
た
作
業
員
の
労
働

力
を
最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う
、生
産

性
向
上
に
向
け
た
対
策
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。具
体
的
に
は
、山
岳
地
の

現
場
に
お
け
る
通
信
環
境
を
整
え
る

た
め
に
、現
場
管
理
や
検
査
業
務
等
に

活
用
で
き
る
新
た
な
手
法
と
し
て
Ｓ

ｔ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
を
導
入
す
る
予
定

だ
。Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
と
は
、低
軌

道
周
回
衛
星
に
よ
る
デ
ー
タ
通
信
シ

ス
テ
ム
で
、通
信
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
山
岳
地
等
の
地
域
に
お
い
て
も
、作

業
に
必
要
な
画
像
伝
送
等
が
可
能
と

な
る
。

　

本
工
事
の
計
画
は
工
事
費
用
の
圧

縮
、工
事
期
間
の
短
縮
を
図
る
等
、こ

れ
ま
で
の
関
西
電
力
送
配
電
で
の
知

見
と
最
新
の
技
術
を
結
集
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

労
働
力
の
確
保
や
、費
用
・
期
間
の

低
減
の
み
な
ら
ず
、地
権
者
と
の
交
渉

等
、様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
て
、２

０
２
４
年
５
月
に
は
、本
工
事
の
キ
ッ

ク
オ
フ
と
な
る
起
工
式
を
迎
え
た
。今

後
、約
８
年
と
い
う
長
い
期
間
に
亘
る

工
事
を
、協
力
会
社
と
と
も
に
安
全
を

最
優
先
に
着
実
に
遂
行
す
る
。

着
実
な
工
事
遂
行
に
向
け
て

［新制度］（長期施設管理計画の認可制度）
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次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
見
直
し
に
向
け
て

議
論
本
格
化 

注
目
す
べ
き
論
点
を
解
説

　

国
の
中
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
指
針
と
な
る「
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」の
策
定
に
向
け
た
議
論
が
本
格
化
し
て
い
る
。電
力
需
要
が
増
大
し
な
い
シ
ナ
リ

オ
を
描
い
た
第
６
次
計
画
か
ら
一
転
、電
力
需
要
増
の
可
能
性
等
を
踏
ま
え
、エ
ネ
ル

ギ
ー
を
巡
る
不
確
実
性
の
高
ま
り
に
備
え
た
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。次
期
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
、計
画
を
取
り
巻
く
状
況
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
者
と
し
て
注
目
す
べ
き
重
要
な
論
点
を
解
説
す
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
と
は
、エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
基
本
法（
２
０
０
２
年
制

定
）に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
、国
の
中
長

期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
針
を
示

す
も
の
。お
よ
そ
３
年
に
１
度
見
直
し

が
行
わ
れ
、現
行
計
画
の
策
定
か
ら
３

年
が
経
過
す
る
今
年
度
は
、「
第
７
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」が
新
た
に
策
定

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

５
月
15
日
に
は
、経
済
産
業
省
で
計

画
策
定
に
向
け
た
有
識
者
会
議
が
開
か

れ
、具
体
的
な
議
論
が
開
始
し
た
。次
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

電
力
の
長
期
的
な
需
要
想
定
の
策
定
を

行
っ
た
上
で
、将
来
の
不
確
実
性
に
備

え
た
柔
軟
な
シ
ナ
リ
オ
を
設
定
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

現
行
計
画
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
傾

向
が
大
幅
に
進
展
し
、電
力
需
要
が
増

大
し
な
い
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
た
。

し
か
し
、足
元
で
は
電
化
の
進
展
に
加

え
、生
成
Ａ
Ｉ
の
開
発
に
向
け
た
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
や
半
導
体
工
場
の
新
設

等
、デ
ジ
タ
ル
投
資
の
加
速
が
見
込
ま

れ
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
開
発
に
必
要
な
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
は
、高
速
で
演
算
処
理
を
行

う
大
容
量
の
サ
ー
バ
ー
を
備
え
、そ
の

稼
動
や
空
調
で
大
量
の
電
力
を
消
費
す

る
。ま
た
、世
界
的
な
半
導
体
不
足
を
背

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

を
取
り
巻
く
状
況

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、次
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
安
定
供
給

と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

両
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
の

上
で
重
要
な
論
点
と
な
る
の
が
、原
子

力
発
電
の
活
用
だ
。現
行
計
画
で
は「
依

存
度
を
可
能
な
限
り
低
減
す
る
」と
さ

れ
、原
子
力
発
電
に
対
す
る
国
民
の
理

解
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
位
置

づ
け
は
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
。安
定

供
給
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
同

時
達
成
に
は
原
子
力
発
電
の
最
大
限
の

活
用
が
必
須
だ
が
、発
電
所
の
再
稼
動

は
計
画
し
た
通
り
に
は
進
ん
で
い
な

い
。東
日
本
大
震
災
後
に
廃
炉
を
決
め

た
24
基
を
除
く
36
基
の
う
ち
、再
稼
動

で
き
た
の
は
12
基
。現
状
、建
設
中
を
含

む
全
て
の
既
設
炉
が
60
年
運
転
を
行
っ

て
も
、新
増
設
が
な
け
れ
ば
原
子
力
設

備
は
大
幅
に
減
少
す
る
。

　

計
画
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、安
全
最

優
先
を
大
前
提
と
し
た
上
で
、エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
に
寄
与
す
る
脱
炭
素
電
源

と
し
て
新
増
設
や
リ
プ
レ
ー
ス
の
必
要
性

も
明
記
す
る
等
、「
最
大
限
の
活
用
」と
い

う
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。加
え
て
、原
子
力
発
電
所
の
増
設

に
は
長
い
期
間
と
莫
大
な
費
用
を
要
す

る
。早
々
に
方
向
性
を
明
確
に
し
、投
資
・

コ
ス
ト
回
収
の
促
進
に
繋
が
る
事
業
環
境

の
整
備
や
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
支
援
等
の
制

度
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

原
子
力
発
電
に
限
ら
ず
、そ
の
他
の
電

源
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
課
題
を
考
慮

し
た
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、現
行
計
画

に
引
き
続
き
、主
力
電
源
と
し
て
安
定
供

給
と
経
済
性
を
考
慮
し
た
技
術
開
発
の
促

進
が
求
め
ら
れ
る
。導
入
拡
大
に
向
け
た

取
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、電
力
コ

ス
ト
の
上
昇
や
地
理
的
・
社
会
的
な
制
約

等
、開
発
に
際
す
る
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

　

火
力
発
電
は
、安
定
供
給
の
た
め
の
供

給
力
や
調
整
力
と
し
て
欠
か
せ
な
い
電
源

と
し
て
、次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

は
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。ま
た
、水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
等
、脱
炭

素
燃
料
を
混
焼
す
る
火
力
発
電
を
脱
炭
素

へ
の
移
行
に
欠
か
せ
な
い
電
源
と
位
置
づ

け
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
た
役
割
を
担
う
こ
と
を
明
確
に
す

る
。加
え
て
、排
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
・

地
中
に
貯
留
し
、利
用
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
等

の
革
新
的
な
技
術
の
開
発
・
導
入
に
向
け

た
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
、合
わ
せ
て

明
記
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

計
画
の
見
直
し
に
向
け
た

重
要
な
論
点

　

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
、同
じ
く
今
年
５
月
か
ら
議
論

が
開
始
さ
れ
た「
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ

ン
」と
連
動
し
な
が
ら
、２
０
２
５
年
３
月

ま
で
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
方
針
だ
。長
期

的
な
安
定
供
給
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

の
確
保
、Ｇ
Ｘ
実
現
の
同
時
達
成
に
向
け

た
道
筋
を
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
、加
え

て
、将
来
の
電
力
需
要
が
伸
び
る
と
い
う

前
提
の
も
と
、必
要
な
供
給
力
の
確
保
や

電
源
構
成
に
つ
い
て
、現
実
的
な
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

策
定
に
あ
た
っ
て

■シンガポールオフィス ■ロンドンオフィス

■2024年度 全国の需要想定について
（電力広域的運営推進機関資料を基に作成）

■将来の原子力プラント数（経済産業省 資源エネルギー庁資料を基に作成）
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景
と
し
て
、同
じ
く
大
量
の
電
力
を
要

す
る
半
導
体
工
場
の
国
内
で
の
新
設
も

相
次
い
で
い
る
。全
国
の
電
力
需
給
の

調
整
を
行
う
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機

関
は
、現
時
点
で
見
込
ま
れ
て
い
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
半
導
体
工
場
の
新

増
設
だ
け
で
、２
０
３
３
年
に
は
４
０

０
億
ｋ
Ｗ
ｈ
の
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

等
か
ら
、電
力
需
要
は
今
後
大
幅
な
増

加
に
転
じ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安

の
影
響
を
受
け
て
、輸
入
に
依
存
す
る

燃
料
価
格
が
高
騰
。脱
炭
素
化
の
潮
流

も
加
速
し
て
お
り
、資
源
に
乏
し
い
日

本
に
お
い
て
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
と
安
全
保
障
が
毀
損
す
る
恐
れ
が

顕
在
化
し
て
い
る
。

40
（基） 40年未満

※運開時期未定の建設中3基（大間、島根3、東電東通）を2030年から計上した場合
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前回

今回

想定

　

関
西
電
力
で
は
、２
０
２
４
年
６
月

に
、大
飯
３
、４
号
機
の
30
年
以
降
運
転

に
お
け
る
長
期
施
設
管
理
計
画
が
認
可

さ
れ
た
。こ
れ
は
新
制
度
導
入
に
伴
う

全
国
で
初
の
認
可
と
な
る
。ま
た
、２
０

２
４
年
７
月
に
は
高
浜
２
号
機
の
40
年

以
降
運
転
に
お
け
る
長
期
施
設
管
理
計

　

従
来
の
制
度
で
は
、長
期
施
設
管
理
方

針
と
運
転
延
長
期
間
が
認
可
対
象
で

あ
っ
た
が
、新
制
度
で
は
劣
化
の
予
測
・

評
価
の
詳
細
な
方
法
や
内
容
に
加
え
、技

術
の
旧
式
化
等
の
措
置
と
し
て
製
造
中

止
品
に
対
す
る
管
理
方
法
等
を
新
た
に

追
加
し
た「
長
期
施
設
管
理
計
画
」が
認

可
対
象
と
な
る
。

　

こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、運
転
開
始
か

ら
30
年
を
超
え
る
プ
ラ
ン
ト
に
対
し
て

原
子
力
規
制
委
員
会
が
規
制
基
準
へ
の

適
合
性
を
確
認
す
る
頻
度
が
10
年
に
１

回
に
増
す
こ
と
で
規
制
が
強
化
さ
れ
る
。

画
の
認
可
申
請
を
行
っ
た
。

　

残
る
高
浜
１
、３
、４
号
機
、美
浜
３

号
機
に
お
い
て
も
、本
制
度
が
施
行
さ

れ
る
２
０
２
５
年
６
月
ま
で
に
新
制
度

で
の
認
可
が
必
要
と
な
る
。今
後
も
国

内
外
の
最
新
知
見
を
積
極
的
に
取
り
込

み
、プ
ラ
ン
ト
の
設
計
や
設
備
保
全
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
で
、原
子
力
プ
ラ

ン
ト
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

異なる事業所から様々な情報を発信するエリア最前線。今回は、関電トレーディングシンガポール社（以下、KEFTS）における取組みを紹介します。

エリア最前線 ～海外で活躍する従業員をご紹介～

KEFTSは、アジアにおけるLNG取引の中心地シンガポールにて、関西電力
の代わりに取引先と交渉を行うエージェントとして、2017年に設立。その後、
2023年７月に体制を拡充し、燃料トレーディング活動の本拠地を日本からシ
ンガポールに移すとともに、エージェントではなく自ら取引を行うようになり
ました。さらに同年９月、KEFTSは、欧州におけるLNG取引の中心地ロンド
ンに支社を新設。シンガポール・ロンドンの両拠点が連携することで、太平洋・
大西洋それぞれのマーケット・取引先と時差を気にせず取引を行うことがで
きるようになりました。またKEFTSでは、関西電力の海外グループ会社では
最大規模となる総勢20名超のスタッフが所属しており、現地社員の採用も順
次進め、LNGビジネスの更なる成長・拡大を目指して取り組んでいます。

関西電力の火力発電所で使用されるLNGの所
要量は、天候の変化や再エネの導入拡大等様々
な要因により目まぐるしく変化します。これにより
調達済みのLNG数量から過不足が生じた場合、
KEFTSが世界中のエネルギー企業の担当者と
コミュニケーションを取り、機動的に適時適量の
調達・販売を行っています。
このように、燃料調達の安定性を確保し、電力需
要の変動にタイムリーに対応する柔軟性を向上
させることで、KEFTSは海外から日本の電力の
安定供給に貢献しています。

会
社
概
要

■機動的かつ柔軟な燃料取引で
　安定供給へ貢献

石炭や石油に比べてCO2排出量が少ないLNGは、脱炭
素化の潮流において世界的に需要が拡大すると見込ま
れています。KEFTSはこれをビジネスチャンスと捉え、燃
料トレーディングにより新たな収益獲得にも取り組んで
います。具体的には、関西電力が保有するLNGの上流権
益や長期契約、輸送船等のLNGサプライチェーンを活用
した取引や、関西電力向けの取引で得たマーケット情報
を活用した第三者との取引等、関西電力グループの強み
を生かして着実に利益・取引量を拡大しています。
引き続き、関西電力グループのLNG取扱規模や蓄積され
た知見・ネットワークを活用し、トレーディング収益の更な
る拡大に挑戦していきます。

■新たな収益獲得への挑戦

関電トレ―ディングシンガポール社
マネジャー　村本 燎亮 さん

2021年よりKEFTSに駐在しており、昨年まではト
レーダーとして取引先と交渉を行い、トレーディング事
業の拡大に取り組んできました。現在は、企画総務部・
経理財務部に所属し、現地社員とともに、シンガポー
ル・ロンドンに跨る組織運営と、会計業務を行っていま
す。現地の法令・税制を遂次把握し会社運営に反映さ
せること、文化・ビジネスの常識が異なる現地社員に
も出向者と同じ方向を向いてもらうことに苦労します
が、社員全員が効率的に業務を行える仕組みを構築
出来た際にはやりがいを感じます。シンガポールを本
拠地とした燃料トレーディング事業の今後の発展に
向け、バックオフィスとして、持続的・安定的な事業運
営体制を整えることで貢献していきます。

担当者のコメント
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組
織
風
土
改
革
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
で
き
ま
し
た
！
こ
れ
は
、

社
内
外
か
ら「
え
え
や
ん
！
関

電
」と
い
う
声
が
溢
れ
て
い
る

状
態
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

一
人
ひ
と
り
が
一
歩
踏
み
出

し
、や
っ
て
み
よ
う
、と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
取
組
み
の
大
小
問
わ
ず
、「
今

よ
り
も
っ
と
よ
く
あ
り
た
い
」と

い
う
動
機
か
ら
く
る
、業
務
や

職
場
の「
え
え
や
ん
！
」に
繋
が

る
取
組
み
を
行
う
際
に
は
、ぜ

ひ
み
な
さ
ん
も
ご
活
用
く
だ
さ

い
！
各
職
場
に
あ
わ
せ
て
、

“

関

電  

“の
部
分
は
部
門
名
や
グ

ル
ー
プ
名
に
も
ア
レ
ン
ジ
可
能

で
す
！

　
各
所
で
進
め
ら
れ
て
い
る
取

組
み
に
ロ
ゴ
を
活
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、全
社
で
の
組
織
風
土

改
革
の
動
き
を
加
速
さ
せ
、「
え

え
や
ん
！
関
電
」を
目
指
し
て

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

各
職
場
の「
え
え
や
ん
！
」

を
広
げ
よ
う
！

組
織
風
土
改
革
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク

●（
１
面
に
つ
い
て
）温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
目
標
に
つ
い
て
、国
が
掲
げ

る
水
準
を
超
え
る
目
標
値
を
設
定

し
、取
り
組
む
事
に
つ
い
て
す
ば
ら

し
い
と
感
じ
て
い
る
。

●（
２
面
に
つ
い
て
）「
内
部
統
制
」＝

「
私
た
ち
が
安
心
し
て
仕
事
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
」と
定

義
づ
け
さ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
有

意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ

を
実
行
に
移
す
た
め
に
、組
織
風
土

改
革
が
真
の
意
味
で
行
わ
れ
、内
部

統
制
と
組
織
風
土
改
革
の
両
輪
が

力
強
く
前
へ
進
ん
で
い
く
こ
と
を

強
く
期
待
し
ま
す
。

●（
３
面
に
つ
い
て
）送
配
電
事
業
に

従
事
す
る
者
と
し
て
、「
安
定
供
給
」

は
平
素
か
ら
一
番
に
意
識
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
。再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
の
不
安
定
な
電
源
が

連
系
さ
れ
て
い
る
状
況
や
燃
料
費

高
騰
に
よ
る
影
響
等
が
あ
っ
て
も
、

電
力
不
足
や
大
規
模
停
電
に
陥
ら

な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●（
４
面
に
つ
い
て
）正
直
こ
う
い
う

取
組
み
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
。な
か
や
ま
き
ん
に
君
を

ゲ
ス
ト
に
と
い
う
の
も
驚
い
た
が
、

フ
ァ
ン
の
集
う
イ
ベン
ト
は
非
常
に

良
い
取
組
み
だ
と
思
う
。

１
面：

２
面：

３
面：

４
面：

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド
マップ
の

更
な
る
加
速
を
目
指
し
て

・経
営
基
盤
の
更
な
る
強
化　

 
   

Ｂ
Ｘ
を
アップ
デ
ー
ト

・「
内
部
統
制
」って
ど
ん
な
こ
と
？

・電
力
の
安
定
供
給
に
向
け
て

   

需
給
調
整
市
場
で
全
て
の
調

   

整
力
の
取
引
を
開
始

・グ
ル
ー
プ
会
社
特
集：か
ん
で

   

ん
エ
ル
ハー
ト

・関
西
電
力
の
フ
ァン
ベー
ス
の

   

取
組
み
を
ご
紹
介
！

関
電
新
聞N

o.1080

に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の

ご
紹
介

ご感想・ご意見の送付先
kepcoportal@d4.kepco.co.jp

今回の関電新聞の感想も
お待ちしています!!

デザインに込めた思い
●SNS等の「いいね」ボタンを想起させる手のフォルムを
モチーフに使用することで　「ええやん」→「良い行い」と
いう意味を訴求しつつ、社員一人ひとりに共感・参画して
ほしいという想いを表現しています。

●文字色にはコーポレートブランドのカラーを使用。ビタ
ミンカラーであるオレンジと明るい赤を配色すること
で、快活で前向きなイメージを付加しています。

【
関
電
新
聞N

o.1080

】

No.1081Issue: 2024.8.9

FO
CUS カンモビMove “相乗り移動サービス”
実証実験に潜入取材！

　今回、『カンモビMove 相乗りワゴンタクシーin箱根』では、箱根町で、AIを活用した“相乗
り移動サービス”について実証実験を行います。
　「1台の乗り物に、他人同士の複数の人が同乗する」相乗り。本実証では、お客さまがWEB
やLINEで予約した乗車予約をもとに、AIが複数組のお客さまをマッチングして1台の車両
（タクシー）に相乗りさせる最適な運転ルートを導き出します。お客さまは、箱根の運行エリア
内であれば、どこでも乗降することができるので、停車時刻・停車場所が固定であるバスと比
べて、より自由に区域内を移動できることが特徴の一つです。

箱根町での相乗り移動サービスの実証ってどういうもの？

　箱根町は多くの観光客が訪れる場所であり、賑わいを見せる一方で、宿泊場所や観光地が
町内に分散していることもあり、バスの混雑、交通渋滞やタクシー不足等の「オーバーツーリ
ズム」が問題となっています。相乗り移動サービスを導入することで、例えば、通常のバス等で
はアクセスしにくいような観光地へ案内することにより観光地の混雑緩和を図ったり、相乗り
によって車両台数を削減することによりCO2排出量を削減することが期待されます。このよ
うに、相乗り移動サービスは地域課題の解決にも貢献できると考えられ、箱根町が今回の実
証地に選ばれました。

　主担当として、事業の構想段階から実証場所やシステムの
選定、交通事業者との交渉、料金プラン等のサービス設計、
事業スキームの検討を実施しました。特に苦労したのは交通
運行を担う事業者との合意形成です。複数社と交渉しまし
たが、条件が合う協業先を見つけるまで11カ月もかかりまし
た。今は実証が始まり、やっとスタート地点に立ったところで
す。これからお客さまの声をもと
にサービス設計を磨いて、より多
くのお客さまにご利用いただけ
るようにしていきたいです。法人
向けだけでなく、個人向けのモビ
リティサービスにおいても、新た
な価値を提供できるよう努めて
参ります。

なぜ箱根なの？

　8月1日、いよいよ箱根で
の実証実験がスタートしま
した。1日には出発式が行わ
れ、関西電力やTRAPOL
合同会社、箱根モビリティ
サービス、箱根町観光協会
等の関係者が出席しまし
た。テレビ局も取材に訪れ、
翌日のニュースで報道され
ました。

箱根での実証スタート

　本実証では、1日乗り放題等をはじめとして、観光をしているお客さまの
様々なニーズに寄り添うためのプランを複数用意しています。一般的な観
光タクシーを使った場合と比べて、価格を抑えることができるのも魅力で
す。また、これらの料金プランも、実証実験を行う中で必要があれば改定
等を行い、プランの最適化を図ることも本実証を行う理由の一つです。
　また、箱根町には外国人の方も観光に来ることが多いため、全車両に
AI通訳機ポケトークを導入しています。全世界55言語に対応しているの
で、多くの方が安心して本サービスを利用することができます。

担当者コメント

今回の実証で用意している相乗り用
の車は、10人乗り4台と5人乗り1台
なので、家族や友達等、大人数での
利用も大丈夫です！

箱根での実証後は各地の観
光地での展開を目指すそうで
す！より便利な移動ができると
旅行も楽しくなりますね！

決済は、現金・クレジット
カード・スマホ決済にも
対応しているので、とて
も便利です！

※3歳以上～12歳未満：右記の金額の半額／3歳未満：無料

運行エリア

箱 根
芦ノ湖 箱根町内

※一部乗降
できない
エリアあり

1回定額利用プラン

3,000 円/人10km 以上
2,500 円/人10km 未満

12,000

18,000

1日乗り放題プラン

2日乗り放題プラン

ソリューション本部 開発部門
eモビリティ事業グループ
リーダー 田脇 翔太 さん

■出発式の様子

■料金プラン

　関西電力グループは中期経営計画において、注力すべき取組みの3本柱のひとつとしてVX（Value 
Transformation）を掲げています。「サービス・プロバイダーへの転換」として、徹底したお客さま視点に立
ち、課題やニーズと向き合うことにより、お客さまに新たな価値を提供することを目指します。その取組みの
一つとして、電気事業以外の新たな領域であるモビリティ領域への挑戦を続けています。
　関西電力グループでは、これまでにも法人向けに商用車のEV化支援サービス等に取り組んできました。

この度、「EV充電サービス」の提供や「相乗り移動サービス」の実証等、個人のお客さま向けサービスの展開に際して、サービス総称を「カンモビ」（関西電力が提供するモビリティサービ
ス）としました。今回は箱根町で実施する相乗り移動サービスの実証：「カンモビMove」に潜入します！

Topics


